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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 9月 3日 (2007.9.3)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 実 の ベ ー ス を 含 む 、 コ ン テ ナ に 取 り 付 け る た め の キ ャ ッ プ 組 立 体 で あ っ て 、
　 前 記 組 立 体 は 、 オ ー バ ー レ イ と 親 指 タ ブ と 中 実 の ベ ー ス を 有 し て い て 、
　 前 記 オ ー バ ー レ イ は 、 第 一 部 分 と 第 二 部 分 を 有 し 、
　 前 記 親 指 タ ブ は 、 前 記 オ ー バ ー レ イ の 第 一 部 分 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 オ ー バ ー レ イ は 、 子 供 が 操 作 で き な い コ ン テ ナ を 形 成 す る た め に 、 前 記 コ ン テ ナ の
前 記 中 実 の ベ ー ス の 少 な く と も 一 部 分 を 覆 っ て 取 り 付 け ら れ て い る 、 キ ャ ッ プ 組 立 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 オ ー バ ー レ イ は 、 該 オ ー バ ー レ イ の 外 周 に 垂 直 に 、 そ し て 外 周 の 周 り か ら 外 側 に 延
び て い る 管 状 の ス カ ー ト を 有 し て い て 、
　 少 な く と も 二 つ の ノ ッ チ は 、 中 実 の ベ ー ス の 外 周 に 垂 直 に 、 そ し て 外 周 の 周 り か ら 外 側
に 延 び て い る 管 状 の ス カ ー ト を 具 備 す る 前 記 中 実 の ベ ー ス を 具 備 す る コ ン テ ナ に 取 り 付 け
る た め に 、 前 記 オ ー バ ー レ イ の 前 記 管 状 の ス カ ー ト の 両 側 に 設 置 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 組 立 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 コ ン テ ナ に 取 り 付 け ら れ る 組 立 体 で あ っ て 、 前 記 オ ー バ ー レ イ の 前 記 第 二 部 分 は 、
前 記 中 実 の ベ ー ス 部 分 に 固 定 さ れ る ヒ ン ジ に 取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 組 立 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 オ ー バ ー レ イ は 更 に オ ー バ ー レ イ ヒ ン ジ を 有 し て い て 、 前 記 オ ー バ ー レ イ ヒ ン ジ は
、 前 記 第 一 部 分 と 前 記 第 二 部 分 を 接 続 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 組 立 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　
【 請 求 項 ６ 】
　
【 請 求 項 ７ 】
　
【 請 求 項 ８ 】
　
【 請 求 項 ９ 】

コ ン テ ナ に 取 り 付 け ら れ た 、 請 求 項 １ ～ ４ に 記 載 の 組 立 体 。

前 記 コ ン テ ナ は 円 筒 形 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 組 立 体 と コ ン テ ナ 。

前 記 組 立 体 は 、 防 湿 性 を 有 す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 組 立 体 と コ ン テ ナ 。

水 分 を 吸 収 す る 内 張 り 材 を 更 に 有 す る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 組 立 体 と コ ン テ ナ 。



　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 書 類 名 】 　 　 　 明 細 書
【 発 明 の 名 称 】 　 子 供 が 操 作 で き な い 安 全 機 能 を 有 す る 、 一 体 の コ ン テ ナ と 押 し 上 げ 式 キ
ャ ッ プ 組 立 体
【 技 術 分 野 】
　 【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 ２ ０ ０ ３ 年 ９ 月 ５ 日 に 出 願 さ れ た ジ ー ン － ピ ア ー ジ タ ウ ド の ” 子 供 が 操 作 で
き な い 安 全 機 能 を 有 す る 、 一 体 の コ ン テ ナ と 押 し 上 げ 式 キ ャ ッ プ 組 立 体 ” と 表 題 が 付 け ら
れ た 、 出 願 番 号 ６ ０ ／ ５ ０ ０ ， ４ ２ ８ の 米 国 の 仮 出 願 と 、 ２ ０ ０ ４ 年 １ 月 ２ ３ 日 に 出 願 さ
れ た 、 ジ ー ン － ピ ア ー ジ タ ウ ド の ” 子 供 が 操 作 で き な い ス ラ イ ド 部 分 を 有 す る 、 一 体 の コ
ン テ ナ と キ ャ ッ プ 組 立 体 ” と 表 題 が 付 け ら れ た 、 出 願 番 号 ６ ０ ／ ５ ３ ８ ， ５ ９ ６ の 米 国 の
仮 出 願 に 、 優 先 権 を 主 張 す る 。
　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 子 供 が 操 作 で き な い 安 全 キ ャ ッ プ と 、 そ の よ う な キ ャ ッ プ を 有 す る コ ン テ ナ
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
　 【 ０ ０ ０ ３ 】
　 薬 剤 、 特 に 処 方 さ れ た 薬 剤 に 、 う っ か り し て 近 づ く こ と か ら 子 供 を 保 護 す る こ と の 必 要
性 に 対 す る 認 識 が 高 ま っ て い る 。 処 方 さ れ た 薬 剤 の ほ ん の １ ， ２ 個 の 錠 剤 の 摂 取 が 、 時 々
、 子 供 に と っ て 致 命 と な る 。 更 に 、 大 人 す な わ ち 、 一 定 の 巧 み な 操 作 と 手 先 の 器 用 さ を 必
要 と す る 錠 剤 の コ ン テ ナ を 開 け る た め の 指 示 を 理 解 す る 認 識 能 力 を 有 す る 、 い か な る 人 間
に よ っ て も 、 容 易 に そ し て 簡 単 に 開 け ら れ る 処 方 さ れ た 薬 剤 用 の コ ン テ ナ を 提 供 す る 必 要
性 に 対 す る 認 識 が 高 ま っ て い る 。 そ の よ う な 人 間 は 、 そ の 上 、 処 方 さ れ た 薬 剤 に 近 づ く た
め に 錠 剤 コ ン テ ナ を 開 け る 行 為 は 、 故 意 の 行 為 で あ っ て 、 錠 剤 コ ン テ ナ 中 の 処 方 さ れ た 薬
剤 に 近 づ く 必 要 が あ る と き に だ け 、 行 わ れ る と い う こ と を 理 解 す る 能 力 を 有 し て い る と 考
え ら れ る 。
　 【 ０ ０ ０ ４ 】
　 市 場 に は 、 さ ま ざ ま な 、 旧 来 の い わ ゆ る ” 子 供 に は 扱 え な い ” ま た は ” 子 供 が 操 作 で き
な い ” 錠 剤 コ ン テ ナ が あ る 。 こ れ ら は 、 処 方 箋 が 、 薬 剤 師 が 一 以 上 の 複 数 の 錠 剤 、 タ ブ レ
ッ ト 、 ジ ェ ル カ プ セ ル 等 を 提 供 す る こ と を 必 要 と す る 、 処 方 薬 を 詰 め る 際 に 使 用 す る た め
に 、 調 剤 薬 剤 師 に よ っ て 一 般 的 に 採 用 さ れ て い る 。 例 え ば 、 コ ン テ ナ は 、 錠 剤 コ ン テ ナ 用
の ” 押 し て 回 転 す る ” 閉 じ 口 ま た は 、 錠 剤 コ ン テ ナ 用 の ” ア ロ ー ア ラ イ メ ン ト （ arrow-al
ignment)"閉 じ 口 を 含 ん で も よ い 。
　 【 ０ ０ ０ ５ 】
　 錠 剤 コ ン テ ナ 用 の ” 押 し て 回 転 す る ” シ ス テ ム は 、 コ ン テ ナ を 開 け る た め に 、 錠 剤 コ ン
テ ナ 用 の 閉 じ 口 ま た は キ ャ ッ プ は 、 コ ン テ ナ の 軸 方 向 に 押 し 下 げ ら れ て 、 同 時 に 回 転 さ れ
な け れ ば な ら な い シ ス テ ム に つ い て 普 通 、 説 明 す る 。 錠 剤 コ ン テ ナ 用 の ” ア ロ ー ア ラ イ メ
ン ト ” シ ス テ ム は 、 閉 じ 口 ま た は キ ャ ッ プ 上 の ア ロ ー は 、 コ ン テ ナ を 開 け る た め に 、 コ ン
テ ナ 上 に 型 押 し さ れ た よ う な 薬 剤 コ ン テ ナ 上 の ア ロ ー と 一 直 線 に 合 わ せ な ら な け れ ば な ら
な い シ ス テ ム に つ い て 普 通 、 説 明 す る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の コ ン テ ナ は 、 大 人 に と っ
て も 使 用 す る の に 、 し ば し ば 複 雑 で あ る 。
　 【 ０ ０ ０ ６ 】
　 カ ッ プ ま た は 閉 じ 口 が コ ン テ ナ と 一 体 に な っ た タ イ プ の 旧 来 の コ ン テ ナ 組 立 体 は 、 キ ャ
ッ プ を 開 け る こ と を 補 助 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、 カ ッ プ に 取 り 付 け ら れ た 固 定 さ れ た
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突 出 部 （ ” 親 指 タ ブ ” と し て も 言 及 さ れ る ） を 有 し て も よ い 。 更 に 一 般 的 に は 、 こ の 固 定
さ れ た 突 出 部 は 、 ヒ ン ジ に 対 向 し て い て 、 そ れ ゆ え 、 固 定 さ れ た 突 出 部 に 十 分 な 力 が 加 え
ら れ た と き に 、 対 象 ユ ー ザ ー に 、 コ ン テ ナ を 空 け る こ と を 可 能 に す る レ バ ー 機 能 を 果 た す
。 し か し な が ら 、 こ れ ら の コ ン テ ナ は 、 子 供 に よ っ て 簡 単 に 開 け ら れ る 。
　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ れ ゆ え 、 本 発 明 の 目 的 は 、 子 供 が 操 作 で き な い が 、 大 人 に よ っ て 、 簡 単 に 開 け ら れ る
、 改 良 さ れ た 、 コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
　 【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で は 、 子 供 が 操 作 で き な い キ ャ ッ プ を 有 す る コ ン テ ナ を 開 示 す る 。 一 の 実 施 形 態 で
は 、 カ ッ プ は 、 オ ー バ ー レ イ 部 分 (１ )と 中 実 の ベ ー ス (２ )を 含 む 。 オ ー バ ー レ イ は 、 キ ャ
ッ プ の 中 実 の ベ ー ス の 少 な く と も 一 部 分 を 覆 っ て 取 り 付 け ら れ る 。 オ ー バ ー レ イ の 第 一 部
分 の 端 部 で は 、 オ ー バ ー レ イ は 、 キ ャ ッ プ の 開 閉 を 容 易 に す る た め の 親 指 タ ブ を 有 し て い
る 。 オ ー バ ー レ イ の 管 状 の ス カ ー ト に は 、 ２ つ の ノ ッ チ が あ り 、 第 一 端 部 部 分 が 、 第 二 端
部 部 分 に 接 す る オ ー バ ー レ イ の 両 側 に 設 置 さ れ て い る 。 キ ャ ッ プ が 閉 じ ら れ る と き に は 、
オ ー バ ー レ イ は 、 キ ャ ッ プ 上 に 直 接 固 定 さ れ る 。 上 方 へ の 力 だ け が 親 指 タ ブ に 加 え ら れ た
な ら ば 、 そ の 後 、 オ ー バ ー レ イ の 第 一 端 部 部 分 が 持 ち 上 げ ら れ 、 キ ャ ッ プ の 中 実 の ベ ー ス
は 、 依 然 と し て コ ン テ ナ に 固 定 さ れ た ま ま で あ る 。 上 方 へ の 力 が 、 親 指 の タ ブ に 加 え ら れ
る と 同 時 に 、 十 分 な 内 側 へ の 力 が 、 キ ャ ッ プ の 管 状 の ス カ ー ト に 接 し て 固 定 す る た め に 、
オ ー バ ー レ イ の 両 側 に 加 え ら れ た な ら ば 、 そ の 後 、 キ ャ ッ プ の 中 実 の ベ ー ス が オ ー バ ー レ
イ の 第 一 端 部 部 分 と 一 緒 に 、 同 時 に 持 ち 上 げ ら れ 、 そ の 結 果 、 コ ン テ ナ が 開 く 。
　 【 ０ ０ ０ ９ 】
　 定 義
　 通 常 こ こ で 使 用 さ れ る よ う な ” 子 供 が 操 作 で き な い ” 薬 剤 コ ン テ ナ 用 の キ ャ ッ プ ま た は
閉 じ 口 の 用 語 は 、 以 下 の 方 法 で 検 証 さ れ る こ と を 意 味 す る 。 子 供 が 操 作 で き な い パ ッ ケ ー
ジ が 、 子 供 達 の グ ル ー プ に よ り 検 証 さ れ る と き に は 、 彼 ら へ の パ ッ ケ ー ジ を 開 け る 適 切 な
方 法 の 実 演 前 で は 、 少 な く と も ８ ５ ％ の こ れ ら の 子 供 達 に よ っ て 、 子 供 が 操 作 で き な い パ
ッ ケ ー ジ は 開 け る こ と が で き ず 、 彼 ら が パ ッ ケ ー ジ を 開 け る た め の 適 切 な 方 法 の 実 演 を 受
け た 後 で も 、 ま だ 、 少 な く と も ８ ０ ％ の こ れ ら の 子 供 達 に よ っ て 開 け る こ と が で き な い 。
子 供 が 開 け る こ と が 出 来 な い パ ッ ケ ー ジ が 大 人 の 検 証 グ ル ー プ に 提 供 さ れ た 場 合 に は 、 少
な く と も ９ ０ ％ の こ れ ら の 大 人 に よ っ て 、 パ ッ ケ ー ジ は 、 開 け る こ と が で き な け れ ば な ら
な い 。 パ ッ ケ ー ジ が 再 び 閉 じ ら れ る こ と が 可 能 な よ う に デ ザ イ ン さ れ て い る 場 合 に は 、 少
な く と も ９ ０ ％ の こ れ ら の 大 人 に よ り 、 再 び 閉 じ ら れ る こ と が 出 来 る が 、 パ ッ ケ ー ジ を 開
け る 適 切 な 方 法 の 実 演 が 行 わ れ て い な い 子 供 達 の 少 な く と も ８ ５ ％ に よ っ て 、 依 然 と し て
開 け る こ と が で き ず 、 実 演 が な さ れ た 後 で も 、 ８ ０ ％ の 子 供 達 に よ り 、 開 け る こ と が で き
な い 。
　 【 ０ ０ １ ０ 】
　 通 常 こ こ で 使 用 さ れ る よ う な ” 耐 湿 性 を 有 す る (moisture-tight)” と い う 用 語 は 、 ３ 日
後 に コ ン テ ナ へ の 湿 気 の 進 入 が 、 水 分 で 約 ７ ５ ０ マ イ ク ロ グ ラ ム よ り 少 な く 、 好 ま し く は
、 約 ２ ５ ０ マ イ ク ロ グ ラ ム よ り 少 な く 、 よ り 好 ま し く は 、 約 １ ５ ０ マ イ ク ロ グ ラ ム の 水 よ
り 少 な く す る こ と を 意 味 す る 。 こ れ ら の 量 は 、 以 下 の 試 験 方 法 に よ っ て 決 定 さ れ る 。 (ａ )
コ ン テ ナ の 中 に １ グ ラ ム ± ０ ． ２ ５ グ ラ ム の モ レ キ ュ ラ ー シ ー ブ (molecular sieve)を 置
い て 、 重 さ を 記 録 す る 、 (ｂ )完 全 に コ ン テ ナ を 閉 じ る 、 (ｃ ) 相 対 湿 度 ８ ０ ％ で ２ ２ ． ２
℃ （ ７ ２ ° Ｆ ） の 状 態 の 環 境 チ ャ ン バ ー 中 に 閉 じ た コ ン テ ナ を 置 く 、 （ ｄ ） 一 日 後 、 分 子
篩 を 含 む コ ン テ ナ の 重 さ を 量 る 、 （ ｅ ） ４ 日 後 、 分 子 篩 を 含 む コ ン テ ナ の 重 さ を 量 る 、 （
ｆ ） コ ン テ ナ に 進 入 す る 湿 気 を 、 マ イ ク ロ グ ラ ム 単 位 の 水 と し て 計 算 す る た め に 、 第 ４ 日
の サ ン プ ル の 重 さ か ら 、 第 一 日 の サ ン プ ル の 重 さ を 引 く 。
　 【 ０ ０ １ １ 】
　 コ ン テ ナ
　 コ ン テ ナ は 、 薬 剤 を 保 存 す る の に 適 し た い か な る 形 状 を 有 し て い て も よ い 。 好 ま し い 実
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施 形 態 で は 、 コ ン テ ナ は 円 筒 形 形 状 で あ る 。 一 般 的 に は 、 コ ン テ ナ は 一 つ の 端 部 で 閉 じ ら
れ て い て 、 反 対 の 端 部 で 開 い て い る 。 コ ン テ ナ が 両 端 部 で 開 い て い て も よ い 。 コ ン テ ナ が
閉 じ ら れ て い る と き に 、 コ ン テ ナ が 耐 湿 性 を 有 し て も よ い 。
　 【 ０ ０ １ ２ 】
　 キ ャ ッ プ は 、 ヒ ン ジ に よ っ て 、 コ ン テ ナ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 キ ャ ッ プ は ま た 、 コ ン
テ ナ の 開 口 端 部 と 接 続 す る 、 接 合 シ ー リ ン グ 要 素 を 有 し 、 そ の 結 果 コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ 組
立 体 を 形 成 す る 。
　 【 ０ ０ １ ３ 】
　 組 立 体 は 好 ま し く は 、 成 形 プ ラ ス チ ッ ク で あ る 。 組 立 体 の た め の 好 ま し い 材 料 は 、 ポ リ
プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン の よ う な 熱 可 塑 性 の プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 。 組 立 体 は 、 ア ブ ラ ム
の 米 国 特 許 第 ４ ， ７ ８ ３ ， ０ ５ ６ 号 、 ア ブ ラ ム ら の 米 国 特 許 第 Ｒ Ｅ ３ ７ ， ６ ７ ６ 号 ま た は
、 ア ブ ラ ム ら の 米 国 特 許 第 ６ ， ３ ０ ３ ， ０ ６ ４ 号 で 開 示 さ れ た 工 程 に 従 っ て 実 現 さ れ て も
よ い 。 こ れ ら の 特 許 の 開 示 を 、 引 用 す る こ と に よ り 本 明 細 書 の 記 載 に 替 え る 。
　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 コ ン テ ナ は 、 物 質 を 吸 収 ま た は 放 出 す る 、 内 張 り 材 を 含 ん で も よ い 。 例 と し て 、 内 張 り
材 構 成 要 素 が 水 蒸 気 を 吸 収 す る な ら ば 、 シ ー ル を 浸 潤 す る い か な る 湿 気 も 、 ま た は コ ン テ
ナ に あ る い か な る 湿 気 も お そ ら く 吸 収 さ れ る の で 、 低 い 相 対 湿 度 で 内 容 物 を 維 持 す る た め
に 内 張 り 材 が 包 含 さ れ て も よ い 。 内 張 り 材 は 、 乾 燥 剤 を 混 入 し た プ ラ ス チ ッ ク で も よ い 。
好 ま し い 乾 燥 剤 を 混 入 し た プ ラ ス チ ッ ク は 、 全 て ヘ カ ル の 米 国 特 許 第 ５ ， ９ １ １ ， ９ ３ ７
号 、 米 国 特 許 第 ６ ， ２ １ ４ ， ２ ５ ５ 、 米 国 特 許 第 ６ ， １ ３ ０ ， ２ ６ ３ 号 、 米 国 特 許 第 ６ ，
０ ８ ０ ， ３ ５ ０ 号 、 米 国 特 許 第 ６ ， １ ７ ４ ， ９ ５ ２ 号 、 米 国 特 許 第 ６ ， １ ２ ４ ， ０ ０ ６ 号
、 そ し て 米 国 特 許 第 ６ ， ２ ２ １ ， ４ ４ ６ で 開 示 さ れ て い る 物 を 含 む が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ
な い 。 こ れ ら の 特 許 の 開 示 を 、 引 用 す る こ と に よ り 本 明 細 書 の 記 載 に 替 え る 。 薬 剤 を 完 全
に 乾 燥 す る こ と が 許 さ れ な い 場 合 に は 、 封 入 さ れ た 薬 剤 の 酸 化 を 防 ぐ 不 活 性 ガ ス 、 香 料 、
芳 香 ま た は 、 湿 気 の よ う な ガ ス を 内 張 り 材 は 、 発 し て も よ い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
　 【 ０ ０ １ ５ 】
　 コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ の 下 に 中 実 ベ ー ス を 有 す る キ ャ ッ プ 組 立 体
　 子 供 に い た ず ら さ れ な い コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ 組 立 体 の 一 つ の 実 施 形 態 が 、 図 １ ～ ６ Ｂ に
図 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 図 に 図 示 さ れ る よ う に 、 組 立 体 １ ０ は 、 ベ ー ス ２ ８ と 、 内 部 空
洞 ２ ７ 、 外 部 面 ２ ５ 、 上 側 部 分 ２ １ 、 そ し て 下 側 部 分 ２ ６ を 有 す る コ ン テ ナ ２ ０ を 有 し て
い る 。 組 立 体 １ ０ は ま た 中 実 の ベ ー ス ３ １ と ベ ー ス ３ １ の 外 周 に 垂 直 に 、 そ し て 外 周 の 周
り か ら 外 側 に 延 び る 管 状 の ス カ ー ト ３ ３ を 有 し て い る 。 キ ャ ッ プ ３ ０ は 、 オ ー バ ー レ イ ６
０ を 含 ん で い て 、 オ ー バ ー レ イ ６ ０ は 、 ベ ー ス の 外 周 に 垂 直 に 、 そ し て 外 周 の 周 り か ら 外
側 に 延 び て い る 管 状 の ス カ ー ト ６ ２ を 有 す る ベ ー ス ６ １ を 有 し て い て 、 オ ー バ ー レ イ は 、
キ ャ ッ プ の 中 実 の ベ ー ス ３ １ と 管 状 の ス カ ー ト ３ ３ の 少 な く と も 一 部 分 を 覆 っ て 取 り 付 け
ら れ る よ う に 固 着 さ れ て い る 。 オ ー バ ー レ イ ６ ０ は 、 第 一 部 分 ６ ５ と 第 二 部 分 ６ ６ を 有 し
て い る 。 第 一 部 分 の 端 部 で は 、 オ ー バ ー レ イ は 、 コ ン テ ナ の 開 閉 を 容 易 に す る た め の 親 指
タ ブ ３ ６ を 有 し て い る 。 オ ー バ ー レ イ ６ ０ の 第 二 部 分 ６ ６ は 、 キ ャ ッ プ が ヒ ン ジ ４ ０ に よ
っ て コ ン テ ナ に 取 り 付 け ら れ た 端 部 位 置 に 近 接 し た 領 域 を 覆 っ て い る 。 親 指 タ ブ ３ ６ と ヒ
ン ジ ４ ０ は 、 キ ャ ッ プ ３ ０ の ス カ ー ト に ほ ぼ 垂 直 に 、 そ し て ス カ ー ト か ら 外 側 に 延 び て い
る 。 ２ つ の ノ ッ チ ６ ７ Ａ と ６ ７ Ｂ （ 図 示 し な い ） は 、 管 状 の ス カ ー ト ６ ２ 中 に あ っ て 、 第
一 部 分 ６ ５ が 第 二 部 分 ６ ６ に 接 す る 、 オ ー バ ー レ イ ６ ０ の 両 側 に 設 置 さ れ て い る 。
　 【 ０ ０ １ ６ 】
　 オ ー バ ー レ イ ヒ ン ジ ７ ０ は 、 第 一 部 分 ６ ５ と オ ー バ ー レ イ の 第 二 部 分 ６ ６ を 接 続 す る 。
　 【 ０ ０ １ ７ 】
　 コ ン テ ナ は ま た 、 コ ン テ ナ ２ ０ の 外 部 表 面 ２ ５ か ら 半 径 方 向 に 、 外 側 に 突 出 す る フ ラ ン
ジ ２ ４ を 有 す る こ と は 任 意 で あ る 。 ヒ ン ジ ４ ０ は 、 ま た 、 コ ン テ ナ フ ラ ン ジ ２ ４ に 取 り 付
け ら れ て も よ い 。
　 【 ０ ０ １ ８ 】
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　 ヒ ン ジ ４ ０ お よ び ／ ま た は オ ー バ ー レ イ ヒ ン ジ ７ ０ は 、 コ ン テ ナ の 開 閉 の 際 に 屈 曲 点 と
し て 機 能 す る 溝 ４ ２ を 有 し て い る 。 一 の 実 施 形 態 で は 、 よ り 厚 い 部 分 ４ １ Ａ と ４ １ Ｂ を 橋
渡 し す る 、 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 の 比 較 的 薄 い 部 分 に よ っ て 特 徴 づ け ら れ て い る 。 溝 ４ ２ は 、
比 較 的 に 簡 単 に 屈 曲 し 、 ふ た が 閉 じ ら れ た と き に 、 ヒ ン ジ が 折 り 重 な る 位 置 と し て 、 そ し
て 、 ふ た が 開 か れ た と き に 、 ヒ ン ジ が 開 く 位 置 と し て 作 用 す る 。 ヒ ン ジ ４ ０ に お い て は 、
４ １ Ａ は 、 キ ャ ッ プ の ス カ ー ト に 取 り 付 け ら れ 、 ４ １ Ｂ は 、 コ ン テ ナ に 取 り 付 け ら れ る 。
　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 キ ャ ッ プ ３ ０ が 閉 じ ら れ る と き に は 、 オ ー バ ー レ イ ６ ０ は 、 キ ャ ッ プ の 中 実 の ベ ー ス ３
１ 上 に 直 接 固 定 さ れ る 。 上 方 の 力 だ け が 親 指 タ ブ ３ ６ に 加 え ら れ る と 、 そ の 後 、 オ ー バ ー
レ イ の 第 一 部 分 ６ ５ は 持 ち 上 げ ら れ て 、 オ ー バ ー レ イ ヒ ン ジ ７ ０ で 屈 曲 し 、 第 二 部 分 ６ ６
は 依 然 と し て 固 定 さ れ た ま ま で あ り 、 結 果 的 に キ ャ ッ プ の 中 実 の ベ ー ス ３ １ は コ ン テ ナ ２
０ に 依 然 と し て 固 定 さ れ る 。
　 【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ Ｃ に 示 さ れ た よ う に 、 上 方 の 力 が 親 指 タ ブ ３ ６ に 加 え ら れ て 、 同 時 に 十 分 な 内 向 き
の 力 が 、 オ ー バ ー レ イ ６ ０ を キ ャ ッ プ ３ ０ の 管 状 の ス カ ー ト ３ ３ に 接 し て 、 固 定 す る た め
に オ ー バ ー レ イ ６ ０ の 対 向 側 面 ６ ８ Ａ と ６ ８ Ｂ に 加 え ら れ る と 、 そ の 後 、 キ ャ ッ プ の 中 実
の ベ ー ス ３ １ は 、 オ ー バ ー レ イ の 第 一 部 分 ６ ５ と 一 緒 に 持 ち 上 げ ら れ 、 結 果 的 に コ ン テ ナ
が 開 か れ る 。
　 【 ０ ０ ２ １ 】
　 ” 十 分 な 力 ” は 、 オ ー バ ー レ イ ６ ０ の 対 向 側 面 ６ ８ Ａ と ６ ８ Ｂ を 、 キ ャ ッ プ ３ ０ の 管 状
の ス カ ー ト ３ ３ に 接 し て 固 定 さ せ る 閾 値 の 力 よ り 大 き い 力 で あ り 、 キ ャ ッ プ の 中 実 の ベ ー
ス ３ １ を 、 オ ー バ ー レ イ の 第 一 部 分 ６ ５ と 一 緒 に 、 同 時 に 持 ち 上 げ さ せ る こ と を 可 能 に し
、 結 果 的 に コ ン テ ナ を 開 け る 。 意 図 せ ず に 、 薬 を 、 ま た は 多 量 の 薬 等 を 飲 む 危 険 を 理 解 で
き な い 歳 の 子 供 達 は 、 し き い 値 以 上 の 力 を 加 え る の に 必 要 な 力 を 通 常 有 し て い な い 。
　 【 ０ ０ ２ ２ 】
　 当 業 者 で あ れ ば 、 十 分 な 力 が 適 用 さ れ た と き の み 屈 曲 す る 、 オ ー バ ー レ イ ６ ０ の 対 向 側
面 ６ ８ Ａ と ６ ８ Ｂ が 、 ど の よ う に 構 成 さ れ る か に つ い て 理 解 す る で あ ろ う 。 一 の 実 施 形 態
で は 、 キ ャ ッ プ は 、 対 向 側 面 ６ ８ Ａ と ６ ８ Ｂ を 構 成 す る の に 使 用 さ れ る 熱 可 塑 配 合 物 に 、
適 切 な 量 の 高 分 子 弾 性 体 を 含 む 。
　 【 ０ ０ ２ ３ 】
　 中 実 の ベ ー ス ３ １ を 覆 う オ ー バ ー レ イ ６ ０ の 範 囲 の 割 合 は 、 オ ー バ ー レ イ が 、 望 ま し い
機 能 を 提 供 す る 限 り 、 図 で 示 さ れ て い る 割 合 か ら 変 え て も よ い 。 オ ー バ ー レ イ は 、 上 方 の
力 だ け が 親 指 タ ブ に 加 え ら れ た な ら ば 、 第 一 部 分 ６ ５ だ け が 持 ち 上 が る よ う に 、 適 切 な 大
き さ で な け れ ば な ら な い 。 そ し て 、 上 方 へ の 力 が 親 指 の タ ブ に 加 え ら れ る と 同 時 に 、 十 分
な 内 側 へ の 力 が ６ ８ Ａ と ３ ８ Ｂ に 加 え ら れ た な ら ば 、 オ ー バ ー レ イ ６ ０ （ 第 一 部 分 ６ ６ と
第 二 部 分 ６ ５ の 両 方 を 含 む ） と 中 実 の ベ ー ス ３ １ の 両 方 が 持 ち 上 が る よ う に 、 適 切 な 大 き
さ で な け れ ば な ら な い 。
　 【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 二 部 分 ６ ６ は 、 力 が 、 親 指 タ ブ の み に 加 え ら れ た と き に 、 第 二 部 分 ６ ６ が 中 実 の ベ ー
ス ３ １ に 依 然 と し て 固 定 さ れ る 限 り 、 い か な る 適 切 な 方 法 で 、 中 実 の ベ ー ス ３ １ に 固 定 さ
れ て も よ い 。 適 切 な 固 定 方 法 は 、 型 成 形 、 コ モ ー ル ド 成 形 (co-molding)、 イ ン モ ー ル ド 成
形 (in-mold)ま た は 接 着 方 法 を 含 む 。
　 【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ノ ッ チ ６ ７ Ａ と ６ ７ Ｂ は 、 親 指 タ ブ に 力 が 加 え ら れ て 、 ６ ８ Ａ と ６ ８ Ｂ に 十 分 な 内 向 き
の 力 が 加 え ら れ た と き に 、 第 二 部 分 ６ ６ を 十 分 な 屈 曲 か ら 妨 げ な い 、 い か な る 適 切 な 大 き
さ で も よ い 。
　 【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 二 部 分 ６ ６ を 持 ち 上 げ る た め に 必 要 と さ れ る 力 の 程 度 は 、 少 な く と も 、 構 成 材 料 、 ノ
ッ チ の 大 き さ 、 溝 の 位 置 、 溝 の 形 状 と 深 さ 、 お よ び 親 指 タ ブ の 大 き さ に 基 づ き 変 化 す る 。
　 【 ０ ０ ２ ７ 】
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
　 【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 【 図 １ Ａ 】 図 1Ａ は 、 キ ャ ッ プ の 下 に 中 実 の ベ ー ス を 有 す る コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ 組 立
体 の 斜 視 図 で あ る 。
　 　 【 図 １ Ｂ 】 図 1Ｂ は 、 キ ャ ッ プ の 下 に 中 実 の ベ ー ス を 有 す る コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ 組 立
体 の 別 の 斜 視 図 で あ る 。
　 　 【 図 １ Ｃ 】 図 1Ｃ は 、 キ ャ ッ プ の 下 に 中 実 の ベ ー ス を 有 す る コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ 組 立
体 の 別 の 斜 視 図 で あ る 。
　 　 【 図 ２ Ａ 】 図 ２ Ａ は 、 キ ャ ッ プ の 下 に 中 実 の ベ ー ス を 有 す る コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ 組 立
体 の 側 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ｂ は 、 キ ャ ッ プ の 下 に 中 実 の ベ ー ス を 有 す る コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ 組 立
体 の 別 の 側 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ２ Ｃ 】 図 ２ Ｃ は 、 キ ャ ッ プ の 下 に 中 実 の ベ ー ス を 有 す る コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ 組 立
体 の 別 の 側 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 キ ャ ッ プ が 閉 じ た 位 置 で の 、 キ ャ ッ プ の 下 に 中 実 の ベ ー ス を 有
す る コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ 組 立 体 の 側 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 、 キ ャ ッ プ が 閉 じ た 位 置 で の 、 キ ャ ッ プ の 下 に 中 実 の ベ ー ス を 有
す る コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ 組 立 体 の 別 の 側 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ３ Ｃ 】 図 ３ Ｃ は 、 キ ャ ッ プ が 閉 じ た 位 置 で の 、 キ ャ ッ プ の 下 に 中 実 の ベ ー ス を 有
す る コ ン テ ナ と キ ャ ッ プ 組 立 体 の 別 の 側 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ Ｂ の 実 施 形 態 の 上 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ５ 】 図 ５ は 、 キ ャ ッ プ が 開 い た 位 置 で の 、 図 ３ Ｂ の 実 施 形 態 の 上 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ６ Ａ 】 図 ６ Ａ は 、 図 ５ の 実 施 形 態 の 上 面 図 で あ る 。
　 　 【 図 ６ Ｂ 】 図 ６ Ｂ は 、 キ ャ ッ プ が 閉 じ た 位 置 で の 、 図 ３ Ｂ の 実 施 形 態 の 上 面 図 で あ る
。
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　 当 業 者 は 、 こ こ で 説 明 さ れ た 本 発 明 の 実 施 形 態 の 多 く の 等 価 品 を 、 単 な る 、 あ り き た り
の 実 験 を 行 う こ と に よ り 、 理 解 さ れ 、 ま た は 確 か め る こ と が で き る 。 そ の よ う な 等 価 品 が
、 請 求 項 に よ っ て 包 含 さ れ る こ と を 意 図 し て い る 。


	header
	written-amendment

